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２
周
年
を
迎
え
た
「若
神
子
亭
」の
創
業
祭
が
、
７
月
１４
・

１５
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

時
折
雨
の
落
ち
る
生
憎
の
天
候
で
し
た
が
、
地
域
内
外
の

お
客
様
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

二
日
間
と
も
行
わ
れ
た
「餅
つ
き
実
演
」で
は
、
お
客
さ
ま

も
餅
つ
き
に
挑
戦
さ
れ
る
等
、
大
変
好
評
で
、
つ
き
た
て
の

お
餅
を
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
産
直
野
菜
の
格
安
販
売
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
百
円
引
き

企
画
、
綿
あ
め
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
、
訪
れ
た
方
々
に
は
大
満
足

の
一
日
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

  

今
後
も
、
お
客
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
笑
顔

の
若
神
子
亭
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

「厳
美
地
区
元
気
な
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」の
一
貫
と

し
て
、
８
月
１１
日
（日
）、
若
神
子
亭
中
庭
を
会
場
に
「本
寺

地
域
納
涼
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

午
後
５
時
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
２
５
０
名
を
超
え 

る
来
場
者
が
訪
れ
、 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
地
元 

本
寺
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「鶏
舞
」と
、
栗
原
市
よ
り 

「城
生
野
神
楽
」の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
か
が
り 

火
の
中
で
夜
神
楽
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

幽
玄
の
神
楽
絵
巻
と
、
美
味
い
屋
台
料
理
に
舌
鼓
♪ 

 

も
ち
ろ
ん
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
屋
台
を
切
り
盛
り 

し
て
く
れ
た
地
元
若
者
衆
の
貢
献
も
、
今
回
の
成
功 

を
語
る
上
で
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
♪ 

  

今
後
の
地
域
づ
く
り
を
模
索
す
る
中
で
大
き
な
試 

金
石
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
ー
プ
ン
か
ら
５
ヶ
月
、
交
流
館
展

示
棟
の
来
館
者
数
が
、
９
月
４
日
早
く

も
一
万
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
万
人
目
の
お
客
様
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
佐
藤
さ
ん
♪ 

く
す
玉
を
割

っ
て
到
達
を
祝
い
、
佐
藤
さ
ん
に
は
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
だ
一
万
人
。
次
は
三
万
人
を
目
指

し
ま
す
♪ 

 

「郵
便
局
長
会
一
関
第
二
部
会
」

様
よ
り
、
「本
寺
地
区
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
」に
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
一
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
４
日
、
若
神
子
亭
研
修
室
に

お
い
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
関
係

者
が
集
ま
る
中
、
佐
藤
弘
美
本
寺

郵
便
局
長
様
よ
り
、
佐
藤
勲
会
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

  

「地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
あ
り
が
た
い

申
し
出
に
、
佐
藤
会
長
も
「様
々
な

イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」と
応
え
ま
し
た
。 


